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愛高教 ・加藤延雄教論の過労死

公務災害審査会が公務外と裁決

19む7.7/23、 教育熱 心で生徒思いだ

ったが故に急性扇桃腺炎の病いを押し

て剣道部の夏季合宿,4寸翻 として

参加し、合宿2日 円に昏睡状態のまま

病院に担ぎ込まれ、その3日 後に33

才の若さで急逝した春日井高校教諭 ・

加藤延雄さんの死亡をめぐって、遺族

側が 「公務上』認定を求めていたが、

3/30付で、地方公務員災春補償基金愛

知県支部審査会は県支部の 「公務外」

認定をそのまま追認し、違族の審査請

求を 「棄却」巧
~る

まことに不当な裁決

をおこないました。

審査会は遺族の審査請求を 「葉却」

した理由として、次の4点 をあげてい

/1ぁ盤題晶農學密↓ど晶携讐雪歩予重
性席桃腺炎との関係などについて

もよくわからない。

2と 剣道部の合宿も日常業務に比し

てとくに過霊とは認められない。

3.自 己の病状管理にたいし、本人

の慎重な配慮が欠けていた。

4.春 日井高校での合宿環境は例年

並みで、著しく劣悪だったとは言

えない。1司条件でそれまでは事故

もなかった。

愛高教では、

「私たちは、今回のこの不当裁決を

決して認めない。満身の怒りを込め

て審査会に抗議する。

そして、あらためて加藤さんの急

逝を痛恨の教訓とし、県立学校各職

場から二度と再びこのような悲しい

在職中死亡を出させないために奮闘

することを誓う。」との抗議声明を

発表しました。

ます。



福祉保育労縦 ・沖i内麻利さん

福祉施設の介助労災が業務上認定

河内麻利さんは、むつみ福社会の福

祉施設 「むつみ」の指導員で介助労働

に従事してきました。

1期生的な人手不足のなかで、過重労

働となり体調が不調となりました。
・
90年12月、名古園 &労働基準監督署

へ 「頚肩腕障害」と 「腰背痛症」の労

災認定を求める労災中請を提出しまし

た。

福祉施設の介助労働の労災申請は、

はじめてのケースということで監督署

の裁定が遅れていましたが 1年け月ぶ

りにこのほど、4/4付 で 「業務上」労

災と認定するとの通知が本人に届きま

した。

福祉保育労では、現在どこの施設も

指導員の介助労働が過重となって体調

の不調をうったえており、体力的限界

にきている。障害をもつ仲周たちの豊

かな生活と発達を保証するためにも、

介助指導員の労働条件改善と人員の充

足を実現するために支援を訴えていま

す。

全国福祉保育労働組合東海地方本部

名古庭市熱田区沢下町8-4

愛知単
一
労働会館内

帆L(052)881-2971

F駅 (052)88卜2998

河内さんの労災認定をすすめる会

連絡先 上 記に同じ

「健康と家庭を守る会どの

人間らしく生き働く運動がひろがる

名古屋市港区で、大企業で働く数人

の労働者が 「人間らし′く生きよう」と

呼びかけて始まった運動が、波紋のよ

うに広がり、企業の壁を越えて子を結

んだ三けた近い会員を擁する組織ハと

大きく発展しています。

住友軽金属El「業 (住軽金)の 主力工

場、名占屋製造所で働く労働者ら力■ム

昨年九月 「恒常的長時間労働をやめさ

せ過労死を防ぎ健康と家庭を守る会」

を結成。 「一度しかない自分の人生を

入聞らしく生き働くため、非人間的な

長時間労働をなくし、家族のだんらん

を取り戻そう」と、活動をはじめまし

た。

同i工場は、
'86年

からユロの労働時

間を延長する 「3直 2交 替制」連続操

業への大幅な移行が実施され、土・日

曜も関係なく24時間を2交 代で連続操

業するという長時間労働が進行し、健

康破壊と労働災害が拡大。家庭におけ

る父親の存在がますます薄くなり 「何

のために働くのか、もっと人間らしい

生き方をしよう」と言った会話が職場

のなかでも聞かれるようになってきま

した。

住軽金ではじまったこの 「健康と家

庭を守る」運動は、関連子会社のスミ

ケイ運輸の労酌名をはじめ、港区内の

民間大企業で働く仲間にも会員が拡大

するまでになってきています。

(4/3付 「赤旗」報道より抜粋)
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i苛 J血 たこ規 二の 金 汀づ中 正

高血圧症の合併症にはいくつもあり

ますが、そのiな ものは昔の言葉で脳

年中といわれるものです。

この脳年中のなかには、脳出血と盤

梗塞の2種 類があF〕ます。

また脳出血のなかにも、脳のなかで

臨1管が破れる脳内出血とくも膜下出血

の2種 類があります。

さらに、脳梗塞にも脳血栓つまり脳

の血管に血のかたま,〕が塞がってしま

うものと、脳塞准といし洵占嫡め粘膜が

館がれて脳の血管を基いてしまうもの

との2種 類があります。 (表参照)

(「中高年の健康医学』稲垣元博著)

ⅢI脳 卒中の分類

こ

日本共産党が労醐 案で雛
愛知県委員会が主催

日本共産党愛知県委員会が主催した

労基法抜本改正案についての懇談会が

4/9、 名古屋市中区の市民会館で開か

れ、労働組合役員、大企業の労働者、

学者、弁護士ら力球日次いで発言を求め

長時間にわたつて白熱した論議を交わ

しました。

党県委員会からは、占村委員長、中

家扇1委員長、西画書記長、せこゆきこ

(参議院選挙区候補)、 剤 ll直之 (衆

院六区候補)が 出席し、各界からの意

見に耳を傾けました。

懇談会に,ま愛労連井上議長はじめ労

働組合幹部、愛労連以外の組合代表、

学者、弁護士、民主団体の代表らが参

加、政党としてはじめての提案に対す

る歓迎と、 「企業中サと荘議の日本社会

のあり方を変える国民的大運動へ」と

の決意や、内容の充実への注文など活

発に発言しました。

「県内大企業では二組工1交代の変形労

働が広がり、八時間労働制が崩され、

12時間労働が労使協定でおこなわれて

おり、厳しい期 待Jは労瞬 と家族

を守る緊急課題となっている」 「日本

/

く
も
膜
下
出
皿

占、1も温血 といっていたもの。

悩の血管が破れて出IIIする病気。

50～60歳代に多くすこ症 しているぅ

1苫をとんでいるやわらかいくも

腱 という膜の下に出ll lする病気。

次 しい頭痛があるのが特徴。

10～5 0歳代に多いっ

血液力対雄田 し、血管がつ まって '

しまうことによって起こる病気。|

60歳以 上からが危険年齢。   |

′い臓、あるいは′じヽ臓に近い動脈

壁の塊や動脈壁の細胞が塞いで

しまうことにより起こる病気。

(悩穫基は脳血栓 と'西碁捨の結称)



人間 らしく生 き働 くために

労基法を改正せよ

/の 超過密労働は人間の算理的限界をこ

えており、規制への法的手掛かりがま

ったくなかったなかで画期的提案。実

効あるものにするため、労使合意に第

二若機関を入れてほしい」など期待と

要望が出ました。

中小企業への助成措置の具体化を求

める注文や、 「人間らしい労働と生活

を取り戻すため、共同の輪を広げてい

く運動体をつくつては」との意見もで

ました。

(4/11付 「赤旗」報道より転載)

※ こ の懇談会には愛知健康センター

から事務局の佐々本と中原が出席

し労基法改正の緊急性を発言しま

した。

人間 らしく生き働 くための

第1期 いのちと健康大学
時間  毎 回 18:30～ 20:30

場所  高 鈴者労働会館2F会議室

定員  50名
第 1回  2月 25日 (火)

「いのちと健康を守るとりくみの

歴史」 (山田信也氏)
第 2回  3月 101+(火 )

「長時間労働と過労死をなくすた
めにJ (佐々本昭工:氏)

第 3回  3月 24日 (火)
「人間らしい生活と 労 働時間短
縮 」 (伊藤欽次氏)

第 4回  4月 7日 (火)
「夜勤 ・交替制労働と 材 、たちの
健康」 (小野雄

一
部氏)

第 5回  4月 21日 (火)
「職場の労働安全衛生活動のすす
め方」 (吉川 正 呑氏)

第 6岳1 5月 12日 (火)
「私たちの労働 。生活と成人病」

(徳題 秋  氏 )
第 7回  5月 26日 (火)

「ストレス時代を 生 き抜くため

(粥川 裕 平氏),こ」

第 8回  6月 9日  (火 )
「高齢化社会の到来と私たちの権

利と 。社会保障」 (加藤孝夫氏)
第 9回  6月 23日 (火)

「いのちと健康を守るとりくみの
視点と今後の方向」 (山田信也氏)

* *米 * *求 * *辛 * * * * *

参加費 :全課程 9000円 (10000円)
1回   1500円 (1800円)

()内 は未加盟団体

中込みは、愛知健康センターTEとJ322-0406

参加費は、当国受f寸でお受けします。


